
鵠子洞文書について

森田憲司

1999年1月 河 北省 北部 隆化 県の洞 窟鵠 子洞 か ら多数 の元代 の文物 が発 見 され た。

『文物』2004年 第5期 の 隆化県 博物館 「河 北 隆化鵠 子洞 元代 客蔵 書 」 に、多数 の

カ ラー 写真 を附 して その概 略 が報 告 され て い る。 そ して、 そ のな か に6件 の文 書

が含 まれ て いた。6件 の文書 は 、『文物 』の 附 した タイ トル に よれ ば、次 の とお り

で 、いず れ に もカ ラー 図版 、 お よび釈 文 が掲 載 され て い る。([]内 は 、図版 掲

載場 所)

1

2

3

4

5

6

至 正時 期失刺 斡 耳朶 有 関九春殿 炭 戸夏 衣銭 粗文 書[表 紙 裏]

至 正二 十一年 文 書[図41]

至 正二 十一年 四.月民間契約[図42]

至 正廿 二年 王清 甫典 地契[表 紙 裏]

民 間契約[図43]

永 昌庫放 支官 吏俸 砂賑[図44、45]

第4文 書 が ほ ぼ完 全 に残 って い るの に対 し、他 の5件 は 断片 の た め、十 分 に 内容

を知 る こ とは で きない状 態 で あるが 、数少 ない元代 の文書 と して 貴重 で あ る。

われ わ れ の研 究 グル.____プで は、 これ らの文書 が 貴重 な元 代 文書 群 で あ る こ とに

着 目し、検 討 会 を、 竺沙 雅 章、植 松 正 両氏 をは じめ とす る、 科研 メ ンバ ー以 外 の

関係 研 究者 の参加 を得 て、2005年6月25日 に録 文作成 と検 討 の会 を 開催 させ て い

ただ いた。 そ して、1、3、4、5、6の 文書 につい て の宮 澤知 之氏 の通貨 史 か

らの検 討 を掲載 す る こ とが で きた。本 来 、 第2号 文 書 につ い て も森 田の解 題 を準

備 してい たが 、作 業 中 に下 に も紹 介 してい る党海 宝氏 の論 文 が刊 行 され 、 この文

書 につ い て はそ こに論 じられ て い るの で、 ここで は、録 文 の み の掲載 に と どめ さ

せ てい ただ くこ と と したい。

なお 、 この文 書 は 中国 にお い ては か な り注 目され て お り、筆 者 が知 る限 りで も

次 の よ うな研 究 が発 表 され てい る。 これ らの うち王大方 氏 の録 文 に は問題 が 散 見

す るが 、張伝璽 氏 は 、『中國歴 代契 約會 編考 繹』(北 京大学出版社1995)の 編者 で、

文書研 究については実績 があ り、党氏は北京大学に属す る、元朝史 ・モ ンゴル帝国史

研 究での 中国の気鋭の一人で あって、 いずれ の録文 も参 考 とす るに値 す る。

王大方

王大方

張伝璽

党宝海

党宝海

元上都東涼亭与河北藻平鵠子洞出土文書述略 内蒙古文物考古2004年

1期

従河北隆化鵠子洞元代文書談元代的失刺斡耳朶 文物2004年5期

新見鵠子洞元代契約識読 国学研究14巻(2004)
一組珍貴的元代社会経済史資料 中国社会経済史研究2005年2期

元朝詔令的体例与下達 一読河北隆化縣鵠子洞至正二十一年詔令 文史

2005年2期

1



追記

文 書 の釈 文 と研 究 で あ るか ら、本 来 は文書 写真 を掲 載 す るべ きなの で あ るが、

現時 点で は 『文物』掲 載 の写真 しか見 る こ とが で きず 、ま た、この文書 が、現在 、

ど こで どの よ うに保 管 され てい るか もわか らない た め、掲載 を見合 わせ る こ と と

した。 この文 書 に 関心 を もたれ た方 は 、ぜ ひ 『文物 』掲 載 の 写真 を参 照 して いた

だ きたい。

(も りた け ん じ 奈 良大学)
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付:鵠 子洞第2号 文書釈文

凡例

1印 刷 の都合 上、当用漢字 、横組 み とす る。

2す で に発表 されてい る釈文 と異 なる箇所が少な くないが、個 々の異 同につ いては

表示 しない。

3口 の 中の文字 は、推定 による もの。

治如有補浸濫給駅井口/
一倉庫□合脩理外其余造作□□/

一京畿之内非必用物色不許□/

一各処応有元禁河泊除見弁官/

一数下詔書権召隠論之士至連/

不畢不応畢而畢口/
一学校所 以成人厚風俗/

一 五岳四演 聖帝 明王忠/

一一死節死事 之臣錐加褒/

一 閑良官 吏不幸 陥/

※成人の後 に才 か材 が抜 けてい るか

※難 か錐か不確定

※ 「軍民」の可能性 もある

一諸罪人□□□□遠方既大軍不/

一兵興以来各処守禦把戴□進供/

惧口給来口既遇原仰中書省枢囲/
一江漸両准福建両広省宣慰司及総兵□□官転輸□/

今後諸処致忠輸貢者傍頒爵賞/
一近因兵興大小政務騨亟廃弛自中書省枢密院御史台□/

一一該載不尽事理並遵

世祖皇帝旧制及類降詔令畢行

於戯劇歳口口庸合口口

臣民体予至意

国正二十一年正月

付記

この釈文 は、検討会で提出 された ご意見 を参考 に しつつ森 田が作成 した もので、 も

し誤 りがあれ ば森 田の責 に帰す。
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